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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 12月 3日 (2007.12.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 ウ エ ハ レ ベ ル Ｃ Ｓ Ｐ お よ び そ の 製 造 方 法
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 回 路 が 設 け ら れ た 半 導 体 基 板 と 、
　 前 記 半 導 体 基 板 上 に 配 置 さ れ た 第 １ の 電 極 パ ッ ド と 、
　 第 １ の 絶 縁 膜 を 介 し て 、 前 記 第 １ の 電 極 パ ッ ド か ら 前 記 半 導 体 基 板 の 側 面 に ま で 延 伸 し
て 配 置 さ れ た 金 属 配 線 層 と 、
　 前 記 金 属 配 線 層 の 上 面 に 配 置 さ れ た 絶 縁 層 と 、
　 第 ２ の 絶 縁 膜 を 介 し て 前 記 半 導 体 基 板 の 前 記 裏 面 に 配 置 さ れ 、 前 記 金 属 配 線 層 と 接 続 さ
れ た 、 実 装 の た め の 第 ２ の 電 極 パ ッ ド と 、 を 有 す る ウ エ ハ レ ベ ル Ｃ Ｓ Ｐ 。
【 請 求 項 ２ 】



　 半 導 体 回 路 が 設 け ら れ た 半 導 体 基 板 と 、
　 前 記 半 導 体 基 板 上 に 配 置 さ れ た 第 １ の 電 極 パ ッ ド と 、
　 前 記 半 導 体 基 板 上 に 設 け ら れ た 保 護 膜 を 覆 っ て 配 置 さ れ た 、 前 記 第 １ の 電 極 パ ッ ド の 部
分 に 開 口 を 有 す る 、 前 記 半 導 体 基 板 の 側 面 を 覆 う た め の 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を 介 し て 、 前 記 第 １ の 電 極 パ ッ ド か ら 前 記 側 面 に ま で 延 伸 し て 配 置 さ
れ 、 前 記 半 導 体 基 板 の 裏 面 と 同 一 高 さ と な る 端 面 を 有 す る 金 属 配 線 層 と 、
　 前 記 金 属 配 線 層 の 上 面 に 配 置 さ れ た 絶 縁 層 と 、
　 前 記 半 導 体 基 板 の 前 記 裏 面 の 一 部 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 介 し て 前 記 半 導 体 基 板 の 前 記 裏 面 に 配 置 さ れ 、 前 記 金 属 配 線 層 と 接
続 さ れ た 実 装 の た め の 第 ２ の 電 極 パ ッ ド と 、 を 有 す る ウ エ ハ レ ベ ル Ｃ Ｓ Ｐ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 絶 縁 層 の 上 に さ ら に モ ー ル ド 樹 脂 が 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ あ る い は ２ に 記 載 の ウ
エ ハ レ ベ ル Ｃ Ｓ Ｐ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の 電 極 パ ッ ド に は バ ン プ 電 極 が 配 置 さ れ た 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の ウ エ ハ レ ベ ル Ｃ Ｓ Ｐ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 そ れ ぞ れ が 第 １ の 電 極 パ ッ ド を 有 す る 複 数 の 半 導 体 回 路 が 設 け ら れ た 半 導 体 ウ エ ハ の ス
ク ラ イ ブ ラ イ ン 内 の 特 定 箇 所 を 選 択 的 に ハ ー フ エ ッ チ ン グ し 、 底 面 と 側 面 を 有 す る 凹 部 を
形 成 す る す る 工 程 と 、
　 第 １ の 絶 縁 膜 を 前 記 半 導 体 ウ エ ハ の 全 面 に 形 成 し た 後 、 前 記 凹 部 の 側 面 に は 前 記 第 １ の
絶 縁 膜 を 残 し 、 前 記 電 極 パ ッ ド 上 と 前 記 凹 部 の 底 面 に 形 成 さ れ た 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を 除 去
し 開 口 す る 工 程 と 、
　 レ ジ ス ト を 定 め ら れ た 形 状 に パ タ ー ニ ン グ し た 後 、 前 記 第 １ の 電 極 パ ッ ド か ら 前 記 凹 部
を 覆 う 金 属 配 線 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 半 導 体 ウ エ ハ の 全 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 凹 部 の 前 記 底 面 か ら 前 記 金 属 配 線 層 を 露 出 さ せ る と と も に 前 記 半 導 体 ウ エ ハ の 半 導
体 基 板 が 所 望 の 厚 さ に な る よ う 裏 面 側 か ら 研 削 す る 工 程 と 、
　 研 削 さ れ た 前 記 半 導 体 基 板 の 裏 面 の 定 め ら れ た 領 域 に 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 半 導 体 基 板 の 前 記 裏 面 の 全 面 に 金 属 膜 を 成 膜 し 、 パ タ ー ニ ン グ さ れ た レ ジ ス ト に よ
り 実 装 用 の 第 ２ の 電 極 パ ッ ド を 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 表 面 に 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン の 中 央 を ダ イ シ ン グ し 個 片 化 す る 工 程 と 、 か ら な る ウ エ ハ レ ベ ル
Ｃ Ｓ Ｐ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 絶 縁 層 の 上 に さ ら に モ ー ル ド 樹 脂 を 全 面 に 形 成 す る 工 程 を 有 す る 請 求 項 ５ 記 載 の ウ
エ ハ レ ベ ル Ｃ Ｓ Ｐ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 金 属 配 線 層 は メ ッ キ 法 に よ り 形 成 さ れ る 請 求 項 ５ あ る い は ６ に 記 載 の ウ エ ハ レ ベ ル
Ｃ Ｓ Ｐ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ の 電 極 パ ッ ド の 表 面 に さ ら に バ ン プ 電 極 を 形 成 す る 工 程 を 有 す る 請 求 項 ５ な い
し ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ウ エ ハ レ ベ ル Ｃ Ｓ Ｐ の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 携 帯 電 話 、 デ ジ タ ル カ メ ラ な ど 電 子 携 帯 機 器 は 、 小 型 、 軽 量 化 の ニ ー ズ が 高 く 、 電 子 機
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器 を 構 成 す る 電 子 部 品 は 、 よ り 小 さ く 、 よ り 薄 く 、 よ り 軽 い も の が 要 求 さ れ る 。 現 在 、 小
型 携 帯 電 子 機 器 に お い て 、 BGA、 CSPと い っ た 小 型 パ ッ ケ ー ジ が 適 用 さ れ て お り 、 今 後 、 ベ
ア チ ッ プ 実 装 あ る い は ウ エ ハ レ ベ ル で 組 立 が 可 能 な チ ッ プ ス ケ ー ル の 超 小 型 パ ッ ケ ー ジ が
導 入 さ れ る こ と が 予 想 さ れ る 。 特 に 、 ウ エ ハ レ ベ ル で 形 成 さ れ る CSP チ ッ プ サ イ ズ パ ッ
ケ ー ジ 、 ま た は チ ッ プ ス ケ ー ル パ ッ ケ ー ジ は 、 BGA、 CSP 、 ベ ア チ ッ
プ よ り も 取 り 扱 い が 容 易 で あ る た め 、 次 世 代 の パ ッ ケ ー ジ と し て 注 目 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 代 表 的 な ウ エ ハ レ ベ ル Ｃ Ｓ Ｐ の 断 面 構 造 を 図 に 示 す 。 そ の 製 造 方 法 は 、 次 に 示 す プ ロ
セ ス で 製 造 さ れ る 。 ウ エ ハ プ ロ セ ス が 終 了 し た 半 導 体 基 板 15を バ ッ ク グ ラ イ ン ド で 500um
程 度 ま で 研 削 し 、 半 導 体 基 板 15上 に ポ リ イ ミ ド な ど の 保 護 膜 17を 形 成 し 、 電 極 パ ッ ド 16お
よ び そ の 他 の 必 要 部 分 を 開 口 さ せ る 。 次 に 銅 の 再 配 線 層 18を メ ッ キ 法 に よ っ て 形 成 し 、 電
極 を ア レ イ 状 に 再 配 置 す る 。 外 部 接 続 用 の 電 極 を 形 成 す る た め メ ッ キ 法 で 銅 ポ ス ト 19を 形
成 し 、 次 に 、 モ ー ル ド 樹 脂 20を 封 止 す る 。 最 後 に 基 板 実 装 用 の バ ン プ 電 極 21を ボ ー ル マ ウ
ン タ ー も し く は ス ク リ ー ン 印 刷 で 形 成 す る 。 従 来 は 、 以 上 の 方 法 で 、 ウ エ ハ レ ベ ル の CSP
の 製 造 が 行 な わ れ て き た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し 、 前 記 ウ エ ハ レ ベ ル Ｃ Ｓ Ｐ に お い て は 、 外 部 接 続 用 の 電 極 を 形 成 す る た め に 銅 の
ポ ス ト を 形 成 さ せ る 必 要 が あ る 。 銅 ポ ス ト は 、 バ ン プ 電 極 ま た は 実 装 基 板 と 接 続 す る た め
ポ ス ト 面 は 完 全 に 銅 を 露 出 さ せ る 必 要 が あ る が 、 銅 ポ ス ト は 、 メ ッ キ 形 成 さ れ る た め ポ ス
ト の バ ラ ツ キ が 生 じ 、 ポ ス ト 面 に モ ー ル ド 樹 脂 が 付 着 し 半 田 ボ ー ル と の 接 合 信 頼
性 が 低 下 す る 問 題 が 生 じ る 。 ま た 、 ポ ス ト の バ ラ ツ キ を 吸 収 す る た め に は 、 モ ー ル
ド 装 置 の ト ラ ン ス フ ァ 圧 力 を 高 精 度 に し 、 さ ら に 特 殊 フ ィ ル ム を 使 用 す る 必 要 が あ り 、 パ
ッ ケ ー ジ の 製 造 コ ス ト が 高 く な っ て し ま う と い う 問 題 が 生 じ る 。 さ ら に 、 銅 ポ ス ト が モ ー
ル ド 樹 脂 の 流 動 抵 抗 と な り 樹 脂 が ウ エ ハ 面 上 に 均 一 に 拡 が ら ず 、 樹 脂 の 未 充 填 が 生 じ 、 組
立 歩 留 り が 低 下 す る 問 題 を 引 き 起 こ す 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の ウ エ ハ レ ベ ル Ｃ Ｓ Ｐ は 、 ウ エ ハ 裏 面 側 に 基 板 実 装 用 の 電 極 を 有 し 、 そ の 構 造 は
、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 上 の 特 定 箇 所 に 形 成 し た ス ル ー ホ ー ル の 側 面 を 利 用 し て 、 ウ エ ハ 表 裏
間 の 電 気 接 合 を と る こ と で 実 現 す る 。 ス ル ー ホ ー ル は シ リ コ ン 基 板 の ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 上
を ハ ー フ エ ッ チ ン グ 凹 部 を 裏 面 研 磨 す る こ と で 形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２

(3) JP 2002-261192 A5 2008.1.24

（
） 従 来 の よ り も 小 さ く

８

高 さ の 上
高 さ の

し て 形 成 し た 後 に



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に ポ リ イ ミ ド な ど の 絶 縁 膜 ６ を ウ エ ハ 全 面 に 形 成 し 、 図 ２ （
ｄ ） に 示 す よ う に 電 極 パ ッ ド ２ お よ び ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 上 の ハ ー フ エ ッ チ ン グ 箇 所 5を 選
択 的 に 開 口 さ せ る 。

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 図 ３ （ ｄ ） に 示 す よ う に シ リ コ ン 基 板 1を 実 装 用 途 に 従 い 、 厚 さ 20um～ 200umに バ
ッ ク グ ラ イ ン ド す る 。

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 最 後 に 、 図 ５ に 示 す よ う に ス ク ラ イ ブ ラ イ ン の 中 心 を ス ク ラ イ ブ 幅 の 50％ 程 度 の 切 り し
ろ で ダ イ シ ン グ し パ ッ ケ ー ジ を 個 片 に す る 。 上 述 の 方 法 で 、 半 導 体 基 板 1の 裏 面 に 実 装 用
の 電 極 パ ッ ド １ ２ ウ エ ハ レ ベ ル の を 提 供 す る こ と が で き る 。

(4) JP 2002-261192 A5 2008.1.24

こ の と き に 凹 部 の 底 面 の 絶 縁 膜 は 除 去 す る が 、 凹 部 の 側 面 に は 絶 縁 膜
が 残 る よ う に す る 。

バ ッ ク グ ラ イ ン ド に よ り 金 属 配 線 層 ８ の う ち ハ ー フ エ ッ チ ン グ 箇 所
５ の 凹 部 に 埋 め 込 ま れ た 部 分 の 端 面 が 裏 面 側 に 露 出 す る 。

を 有 す る CSP
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